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科学技術の中長期発展に係る俯瞰的予測調査 (NISTEP REPORT No.94,95,96,97,98)
科学技術動向研究センター
科学技術政策研究所では、2003 〜 2004 年度で「科学技術の中長期的発展に係る俯瞰的予測調査」(以下「俯
瞰的予測調査」)を実施した。今回の俯瞰的予測調査は 1970 年より取り組んでいる技術予測調査の通算で第 8 回
目にあたる。本誌No.199で報告した「基本計画の達成効果の評価のための調査」と同じく、次期科学技術基本計画




域調査」、「注目科学技術領域の発展シナリオ調査」を加えた 4 つの調査で構成されている (図 1)。これにより、主
に科学技術の応用面 (技術) を対象とし、多数の専門家の合意 (コンセンサス) に基づく調査であるデルファイ調査
ではカバーできなかった、基礎科学の動向から社会・経済ニーズまでをカバーしている。さらに優れた個人の識見





































国際的な論文データベースを用い、過去数年間の被引用が特に多い論文 ('97 〜'02の 6 年間で約 4 万 5 千
件) を対象に「共引用の強さ」(共に引用される度合いの大きな論文群はあるつながりを持つと考えられる) を指標と
してグループ化を行い、それらの中で関連する論文が急速に増加している 153 の発展領域 (研究が進展を見せて
いるホットな領域) を抽出した。
これらの 153 の発展領域の中で、約 3 割の 54 領域が学際的・分野融合的領域であることが分析から明らかに
なり、新たに台頭してくる研究領域においては、学際的・分野融合的領域が非常に重要であることが確認された。








































まず、今後 30 年間を見通して、13 の分野を設
定し、その下に当該分野の発展方向を示す技術群である130の領域を設定した。さらに、それぞれの領域を代表す
る858の課題を設定した。
2 回の繰り返しアンケート (2004 年 9 月、12 月に実施) を経て、2239 名 (うち、企業 27%、大学 45%、公的研究













・5/13 Prof. Raimo Vayrynen: フィンランド・アカデミーPresident
 Dr. Veli-Pekka Saarnivaara: フィンランド技術庁Director General
 Mr. Heikki Makipaa: フィンランドセンターDirector ほか一行
・5/23 Mr. George R.Heaton: Technology Policy International, Principal,
 Mr. Patrick H.Windham: Technology Policy International, Principal
・5/31 李健民氏: 中国上海市科学学研究所所長
 曹培新氏: 中国上海市科学学研究所国際部正処級幹部







○ 第 16 回地域クラスターセミナー
・5/18 岩渕 明: 岩手大学工学研究科教授




・5/12 Dr. Daniel Mellet-d'Huart: AFPA Research& Development Department
バーチャルリアリティ プロジェクト マネージャー
「From Virtual Reality to Actual Reality: Using Virtual Reality for Learning」




・「科学技術動向 2005 年 5 月号」(5 月 30 日発行)
 レポート 1 合成液体燃料開発の現状と今後の展開-天然ガスやバイオマスからの液体燃
料-
 環境・エネルギーユニット 大平 竜也
 レポート 2 大学におけるシニア研究者の現状とこれからの役割-シニア世代の研究者を有
効活用する-
 環境・エネルギーユニット 浦島 邦子
 客員研究官 伊藤 泰郎
文部科学省科学技術政策研究所広報委員会(政策研ニュース担当: 情報分析課 news@nistep.go.jp)
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